






































































たことだけである。密度の濃い 4 年間を過ごした母校は入学の 41 年後にはこんなに
きれいさっぱりとなくなってしまっていたのだ。しかしそのとき去来したものは、も
しかすると解放感と形容するのがいいのかもしれない。出番を待ち構えていたよう
に、懐かしい、ほとんど一場の夢のようなアンシャン・レジームの思い出のかけらた
ちがいっせいに結晶作用を遂げはじめたからだ。永井先生が亡くなられてほぼ半年
後の、天気のいい土曜日のお昼のことだった。 
 
（ふくたに・しげる 京都大学文学部教授） 
